
専門分野（60単位） 看1-33

科目名： 臨床看護総論 必修 １単位（45時間）

　　　　　　　　（General clinical nursing）

履修年次/時期： １年次　後期 授業形態： 講義,演習

主担当教員： 永井 朋子

主担当教員詳細：
看護師および看護基礎教育で培った30年以上の実務経験を生かし、対象とその家族を健康状態の経過や症状など複数の視点から捉え、それぞれの
状態やニーズに応じた看護について理解できるよう授業を行う。

担当教員名： 飯塚 雅子

学修目的 健康状態の経過や症状の視点から対象とその家族を捉え、それぞれの状態やニーズに応じた看護について理解するとともに、対象を複数の視点か
ら捉えて看護を考えるための基礎を学ぶことを目的とする。

関連するCP： CP2,CP3,CP6 科目No. KNz-133

この科目が
目的と

している
DP

１．医療専門職としての
倫理観を有する。 （１）生命の尊厳を基盤とし、医療における倫理観を有する。 〇

（２）医療専門職として礼節を重んじ品格を備える。 〇

２．医療専門職として健
康問題の発見と課題に取
り組む能力を有する。

（１）教養と考える力を身につけ、主体的に課題解決に取り組む能力を有する。 〇

（２）専門的知識や技術を修得し、人びとの健康に寄与できる能力を有する。 ◎

（３）社会の動向に関心をもち、学び続ける力を有する。 〇

３．健康支援を通し、全身
の健康を守る看護実践能力
を有する。

（１）多様な価値観を持った人びとを理解し、人間関係を築く能力を有する。 〇

（２）優しさに溢れる看護専門職として地域社会に貢献する能力を有する。 〇

（３）看護専門職としての役割と責任を自覚し、多職種と協働できる能力を有する。 〇

　◎： この講義・演習・実習と最も関連があるDP
　○： この講義・演習・実習と関連があるDP

到達目標

① 健康状態の経過の特徴と、それぞれの状態にある対象・家族のニーズを説明できる。
② 健康状態の経過に応じて、対象・家族に必要な看護を説明できる。
③ 主要な症状について、症状のメカニズムを踏まえて、症状を体験している対象を捉え、必要な看護を説明できる。
④ 対象を複数の視点から捉えて看護を考える必要性を説明できる。

授業概要
看護の対象とその家族を、身体・心理・社会的ニーズの側面から捉え、健康状態別の看護を学ぶ。また、症状のメカニズムを基盤としたアセスメントの
視点・援助の根拠を学ぶ。

評価方法
筆記試験60％、課題40％（経過別看護に関する課題10％、症状別看護に関する課題15％、統合課題15％）により総合的に評価する。
試験に対するフィードバックはKDU-LMS掲示で行う。

予習・
復習時間

【予習】1.9h
【復習】1.9h

教科書 系統看護学講座 基礎看護学④ 臨床看護総論 医学書院

参考書 授業の中で紹介する

ｵﾌｨｽｱﾜｰ
連絡先

永井 朋子　3号館3階研究室　t.nagai@kdu.ac.jp　不在時はメールで連絡をお願いします。
飯塚 雅子　3号館3階研究室　iizuka.masako@kdu.ac.jp　不在時はメールで連絡をお願いします。



実 施 回 第1回 実  施  日 2026/09/15 (火) 時限 2 班

授業計画

健康状態と看護／臨床看護総論の導入
①健康状態の変化に伴い、対象・家族のニーズや必要な看護が変化すること
を説明できる。
②臨床において対象を捉えるためには、健康状態の経過や症状、生活など複
数の視点が必要であることを説明できる。

予　　習
これまでに学習した「健康の捉え方」について振り返っておく。

復　　習
健康状態の変化によって対象・家族のニーズや必要な看護がどのように変化
するか、授業内容を振り返る。

キーワード
健康状態、健康状態の経過、ニーズ、多面的理解

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第2回 実  施  日 2026/09/28 (月) 時限 3 班

授業計画

急性期における看護
①急性期にある対象の健康状態の特徴を説明できる。
②急性期にある対象・家族のニーズを説明できる。
③急激な健康状態の変化を体験している対象・家族を多面的に捉え、必要な
看護を説明できる。

予　　習
教科書の急性期に関する部分を読み、急性期とはどのような時期か確認して
おく。

復　　習
急激な健康状態の変化が対象・家族に及ぼす影響と、急性期に必要な看護に
ついて整理する。

キーワード
急性期、恒常性、危機、コーピング、家族

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第3回 実  施  日 2026/10/05 (月) 時限 3 班

授業計画

回復期における看護
①回復期にある対象の健康状態の特徴を説明できる。
②回復期にある対象・家族のニーズを説明できる。
③回復と生活の再構築を目指す対象・家族を多面的に捉え、必要な看護を説
明できる。

予　　習
教科書の回復期に関する部分を読み、回復期とはどのような時期か確認して
おく。

復　　習
回復期における「安全を守る・回復を促す・生活の再構築を支える」という看護
の視点を整理する。

キーワード
回復期、リハビリテーション、ADL、生活の再構築、多職種連携

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第4回 実  施  日 2026/10/13 (火) 時限 1 班

授業計画

慢性期における看護
①慢性期にある対象の健康状態の特徴を説明できる。
②慢性期にある対象・家族のニーズを説明できる。
③健康問題とともに生活する対象・家族を多面的に捉え、必要な看護を説明
できる。

予　　習
教科書の慢性期に関する部分を読み、慢性期とはどのような時期か確認して
おく。

復　　習
健康問題とともに生活する対象・家族をどのように捉え、看護では何を大切に
するか整理する。

キーワード
慢性期、セルフケア、自己管理、コーピング、生活

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第5回 実  施  日 2026/10/26 (月) 時限 3 班

授業計画

終末期における看護
①終末期にある対象の健康状態の特徴を説明できる。
②終末期にある対象・家族のニーズを説明できる。
③人生の最終段階を生きる対象・家族を多面的に捉え、必要な看護を説明で
きる。

予　　習
教科書の終末期に関する部分を読み、終末期とはどのような時期か確認して
おく。

復　　習
人生の最終段階を生きる対象・家族への看護について振り返る。

キーワード
終末期、全人的苦痛（トータルペイン）、価値観、家族、QOL

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第6回 実  施  日 2026/11/16 (月) 時限 2 班

授業計画

症状別看護①　悪心・嘔吐
①悪心・嘔吐が生じる基本的なメカニズムを説明できる。
②悪心・嘔吐のある対象について、必要な情報から症状が対象に及ぼしてい
る影響を捉えることができる。
③悪心・嘔吐のある対象を多面的に捉え、必要な看護とその根拠を説明でき
る。

予　　習
教科書の悪心・嘔吐に関する部分を読み、悪心・嘔吐とはどのような症状か確
認しておく。

復　　習
悪心・嘔吐について「症状の知識→必要な情報→アセスメント→必要な看護」
の流れを整理する。

キーワード
悪心、嘔吐、メカニズム、情報収集、アセスメント

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第7回 実  施  日 2026/12/07 (月) 時限 2 班

授業計画

症状別看護②　疼痛
①疼痛が生じる基本的なメカニズムと疼痛の特徴を説明できる。
②疼痛のある対象について、必要な情報から症状が対象に及ぼしている影響
を捉えることができる。
③疼痛のある対象を多面的に捉え、必要な看護とその根拠を説明できる。

予　　習
教科書の疼痛に関する部分を読み、疼痛とはどのような症状か確認しておく。

復　　習
疼痛のある対象について、第6回で学んだ考え方をどのように使ったか振り返
る。



授業計画

症状別看護②　疼痛
①疼痛が生じる基本的なメカニズムと疼痛の特徴を説明できる。
②疼痛のある対象について、必要な情報から症状が対象に及ぼしている影響
を捉えることができる。
③疼痛のある対象を多面的に捉え、必要な看護とその根拠を説明できる。

キーワード
疼痛、主観的体験、疼痛評価、NRS、アセスメント

授業形態 講義・演習 担当 永井

実 施 回 第8回 実  施  日 2026/12/14 (月) 時限 2 班

授業計画

臨床看護総論の統合
①健康状態の経過や症状など、複数の視点から対象を捉えることができる。
②複数の視点から得られた情報を関連づけ、対象に起きていることを考えるこ
とができる。
③対象を多面的に捉えて看護を考える必要性を説明できる。

予　　習
第1～7回の学習内容を振り返り、これまで対象をどのような視点から捉えてき
たか確認しておく。

復　　習
対象を複数の視点から捉え、見えたことを関連づけて看護を考える必要性を整
理する。

キーワード
健康状態の経過、症状、生活、家族、多面的理解

授業形態 講義・演習 担当 永井


